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平成 28年度 
第４回酒田市元気みらいワークショップ 
 

日時  平成28年９月１７日(土)14:00～16:30 

場所  酒田市役所１階フリースペース 

参加者 公募に申し込んでくださった19歳から５５歳までの12名の方々 

 （第４回は2名欠席で10名参加） 

    テーマに関連する課の職員 

（政策推進課、まちづくり推進課、社会教育文化課、商工港湾課、観光振興課 計9名） 

ファシリテーター 遠藤智栄 氏 

仙台市在住。東北各地でまちづくりやNPO、ワークショップ等を支援。 

 

■ワークショップ 

○チェックイン・前回のふりかえり 

まずは、チェックイン。今日の作業の進め方、

そして次回発表会について事務局から説明し

ました。 

また、発表会に向けて、どんな資料を作成す

るのか、時間外準備の注意点などを確認しまし

た。 

なお、今回は政策推進課、まちづくり推進課、

社会教育文化課、商工港湾課、観光振興課から

計 9 名の職員が、それぞれ関連するテーマの

話し合いへ参加しました。 
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○ブラッシュアップタイム 

 最初に、関連する課の職員に対して、前回までの話し合いの内容を参加者が説明。 

その後、一緒に検討に入りました、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

酒田愛不足～みんなが観光大使～チーム        

  

テーマ 提案内容 目標 こんな効果が！

若者と施設活用 ・港座で映画復活！！
・港座で映画上映（日常的に）
・全体的な遊休施設の活用

・施設が活用される
・集団でのおでかけが増える
・若者が「まちに出る理由」になる

市民が主役のまちづくり
自治会を対象とした提案型事業
コンテストやプロボーザル形式で

酒田市民全体が住みやすい酒田をつ
くる

定住者増、ＵＩＪターン増

空き家キラキラ人口増加構想

・移住体験（海・山・市内）…交流人口を増やして「住
みたい！」と思ってもらう。
・廃校舎利用
→宿泊施設、大人の学校
・ＤＩＹサポート、スケルトン住宅の提供→子育て世代
向け
・リノベーションコンテスト
・解体費補助

・酒田ファンを増やす！
・人口増加！若い世代がイキイキ
・地域活性化

交流人口（１週間から１か月滞在）
『住みたい！』と思う人が必ず増える！

ＩＴエンジニアの育成

・情報プラザの復活（ＮＥＯ）
・子ども達に遊びから入るプログラミング教育
・新しい技術を仕事とする大人の常駐
・公益大との連携
育成→採用→新規起業・新分野への進出→採用増
→要育成
のサイクルを作る

高校卒業後ＩＴエンジニアを目指す人
→2020年までに300人
（2020年から義務教育化）

短期：ＩＴ人材が増加
中期：新しい産業の助けとなる
人口流出の歯止め←若者の仕事増
長期：日本版シリコンバレー

酒田愛不足
～みんなが観光大使～

・対象：小中学生・高校生
酒田をＰＲするために各小中高で「酒田のいいところ
探し」をして希望ホールで大人の前で発表する。

・酒田市民がどこに行っても酒田をＰＲ
できるくらい酒田を知っていること
・「やっぱり酒田がいいな～」と思える
街づくり

短期：酒田のいいところを発信してもら
える
中期：観光客が増える
長期：Ｉターン、Ｕターンが増える、人口
が増える

新井田川の中心で酒田愛を叫
ぶ！！

・観光客を対象としたイベントや景観
・川のにぎわい（人、物、文化が集ま
る）

・町がキレイになる
・愛着がわく
・酒田に帰ってきたくなる
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    ・・・Sakata Love  

 

新井田川の中心で愛を叫ぶ！チーム        
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ＩＴエンジニアの育成チーム          
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空き家キラキラ人口増加構想チーム     
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若者と施設活用チーム       

 

 

 

 

                     市民が主役のまちづくりチーム      
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ところで、 このワークショップ、本当に笑顔が絶えないんです。 

  
 

 

  
 

 

    
 

 

閑話休題・・・ 

 

○ポスターセッション 

 チームごとのブラッシュアップ終了後、それぞれ記入した事業提案の紙の前に移動して、意見

交換を行いました。
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○ふりかえり 

 参加者と職員、全員で本日のふりかえり。 

今日の感想を述べ合いました。 

 

 

●ふりかえりで出た意見 

【参加者】 

・職員と話せて、自分の考えがうまくまとまってきた。 

・若い人が参加したことにより、違う視点がおもしろかった。 

・「プログラミングってどう役立つの？それがどんな風に起業に役立つの？」という質問をされて、

自分ではわかっていることから、説明を「はしょってしまっている」ところを、「もっと丁寧に

説明しないと理解してもらえない」と感じるよい機会になった。 

・この期に及んで広げちゃったよ。酒田愛不足というテーマだが、愛が不足しているのではなく、

愛を発信するのが不足している。 
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・全国的には、酒田を知らない人が多い。山形と言えば、さくらんぼ、芋煮会。酒田らしさの発

信が必要。 

・酒田愛不足、市の事業と結びつけられるイメージできた。実現したい！ 

・新井田川、実現に向けて市長への発表がんばる！ 

・10年後の酒田を楽しみにした内容。 

・市役所の制度や事業を知ることができて、とても良かった。 

 

【職員】 

・行政と参加者と、考える根本は同じだなぁ、今まで行政として歯止めをかけていたりしたとこ

ろがあったのだが、こんなに同じなら、もっとやりようがあるのかなあと再発見できた。 

・ITのパワーを感じた。酒田でそれを使った仕事を志向する人が増えればいいなあ、そういう場

を作れたらなあと。酒田でも都会でもできる仕事なら、酒田でやる人増えると思う。 

・今やっている自分の仕事に繋がるなあと感じた。 

・若い大学生が一人で頑張って、よく考えたなあ。 

 

 

 

■その他 

・第4回と第5回の間で、チームで集まって作業をしたい場合、場所等は事務局で確保しま 

す。ご希望の場合は、ご相談ください。 

・次回は、発表会です。ポスターセッションは、プレゼン8枚までを基本とします。 

 

次回、発表会は、平成28年10月22日(土) 14:00～17：00 

会場は、 平田総合支所３階広域行政組合議場   です。    

 

 

以上で閉会しました。 

 

 


